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核磁気共鳴法（NMR）およびエレクトロスプレーイオン化質量分析法（ESI－MS）を主な分析手法としてのタンパク質
および糖などの生体物質を解析している。NMRでは水素、炭素およびアルカリ金属などの原子核を測定し、質量分析
法では主に複合体としてイオン化し、質量を測定する。研究分野としては（１）タンパク質―リガンド分子間相互作
用の解析、（２）オリゴ糖－アルカリ金属の包接体の構造解析などである。（１）に関してはNMRの測定手法の開発
も併せて行っている。生物分析化学の立場から、タンパク質および糖などを対象として、構造と機能の観点から解析
を行っている。
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□学外での講師：
 1.  2013年6月　千葉大学分析センター講習会講師：NMR基礎講座
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□核磁気共鳴装置　(Varian NMR system 600 MHz, JEOL ECA-500, AL-300)

□エレクトロスプレーイオン化質量分析装置　(JEOL, Acc-TOF)
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